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例 

言 

 

一 

本
書
は
、
平
成
二
十
九
年
度
か
ら
令
和
二
年
度
ま
で
、
学
識
経
験
者
及
び
文
化
庁
に
よ
る
指
導
・
助
言
の
も
と
、 

国
庫
補
助
事
業
（
平
成
二
十
九
年
度
：
史
料
調
査
事
業
、
同
三
十
年
度
～
令
和
二
年
度
：
地
域
活
性
化
の
た
め 

の
特
色
あ
る
文
化
財
調
査
・
活
用
事
業
）
と
し
て
頼
山
陽
史
跡
資
料
館
（
広
島
県
立
歴
史
博
物
館
分
館
）
が
主 

体
と
な
り
実
施
し
た
広
島
頼
家
関
係
資
料
（
通
称
「
杉
ノ
木
資
料
」）
の
悉
皆
調
査
の
目
録
で
あ
る
。 

 

一 

本
書
の
作
成
は
、
当
館
主
任
学
芸
員
花
本
哲
志
、
学
芸
員
渡
部
史
之
、
文
化
施
設
事
務
従
事
員
石
川
良
枝
、
高 

見
三
知
子
、
井
上
麻
由
子
が
担
当
し
、
広
島
県
教
育
委
員
会
事
務
局
管
理
部
文
化
財
課
主
査
永
井
敬
久
、
主
任 

佐
伯
匡
芳
（
～
令
和
元
年
度
）、
主
事
村
本
耀
が
こ
れ
を
補
佐
し
た
。
ま
た
目
録
の
編
集
は
、
渡
部
・
石
川
・ 

井
上
が
行
っ
た
。 

 
 

資
料
解
説
の
各
項
目
の
執
筆
は
、
下
記
の
と
お
り
。 

 
 
 
 

広
島
頼
家
関
係
資
料
の
概
要
、
分
類
解
説
（
書
画
類
） 

花
本
哲
志 

調
査
事
業
概
要
、
分
類
解
説
（
書
画
類
以
外
） 

 
 
 

渡
部
史
之 

 
 
 
 

付
編 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

石
川
良
枝 

 

一 

本
書
に
掲
載
し
た
資
料
の
写
真
撮
影
に
つ
い
て
は
、
日
比
野
貞
勝
氏
（
広
島
文
教
大
学
名
誉
教
授
）
に
御
協
力 

い
た
だ
い
た
。 
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一 

調
査
事
業
概
要 

 
１ 
資
料
の
来
歴 

 

広
島
頼
家
関
係
資
料
（
通
称
「
杉
ノ
木
資
料
」）
は
、
広
島
藩
儒
で
あ
る
頼
春

水
（
一
七
四
六
～
一
八
一
六
）
の
子
孫
（
以
下
、
広
島
頼
家
と
い
う
）
の
も
と

に
伝
来
し
、
頼
山
陽
史
跡
資
料
館
（
広
島
県
立
歴
史
博
物
館
分
館
）
が
所
蔵
す

る
、
主
と
し
て
江
戸
時
代
後
期
か
ら
近
代
に
至
る
九
一
五
一
点
か
ら
な
る
一
大

資
料
群
で
あ
る
。 

杉
ノ
木
資
料
の
通
称
は
、
頼
春
水
が
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
十
二
月
十
六

日
に
広
島
藩
か
ら
国
泰
寺
裏
門
前
に
下
賜
さ
れ
た
屋
敷
地
（
袋
町
杉
ノ
木
小
路

の
今
村
平
次
郎
の
元
屋
敷
）
に
、
寛
政
二
年
八
月
一
日
か
ら
近
代
ま
で
、
春
水

と
そ
の
子
孫
が
暮
ら
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
。 

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
に
広
島
頼
家
か
ら
頼
山
陽
先
生
遺
蹟
顕
彰
会
（
昭

和
四
年
設
立
、
同
九
年
法
人
認
可
）
に
袋
町
の
屋
敷
地
が
寄
付
さ
れ
、
昭
和
十

一
年
二
月
十
一
日
に
同
地
に
山
陽
記
念
館
が
開
館
す
る
と
、
広
島
頼
家
関
係
資

料
（
当
時
の
通
称
は
「
杉
ノ
木
文
書
」
）
は
一
階
の
遺
物
陳
列
室
で
一
般
公
開
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
昭
和
二
十
年
八
月
六
日
の
原
子
爆
弾
投
下
に
よ
り
山
陽

記
念
館
は
大
破
し
た
が
、
広
島
頼
家
関
係
資
料
の
多
く
は
そ
の
前
日
に
広
島
頼

家
が
郊
外
の
親
戚
・
知
人
宅
に
分
散
疎
開
さ
せ
て
い
た
た
め
、
焼
失
を
免
れ
た

と
い
う
。 

 

戦
後
も
、
広
島
頼
家
関
係
資
料
は
一
貫
し
て
広
島
頼
家
が
所
蔵
し
、
平
成
七

年
（
一
九
九
五
）
十
一
月
三
日
に
頼
山
陽
史
跡
資
料
館
が
開
館
す
る
と
、
広
島

頼
家
よ
り
同
資
料
館
を
運
営
す
る
財
団
法
人
頼
山
陽
記
念
文
化
財
団
（
平
成
三

年
に
財
団
法
人
頼
山
陽
先
生
遺
蹟
顕
彰
会
よ
り
法
人
名
を
変
更
）
に
貸
与
（
の

ち
寄
託
）
さ
れ
、
広
島
頼
家
関
係
資
料
の
通
称
も
、
文
書
以
外
の
資
料
が
含
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、
広
島
頼
家
と
の
協
議
に
基
づ
き
、「
杉
ノ
木
文
書
」
よ
り
「
杉

ノ
木
資
料
」
に
改
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
平
成
十
二
年
に
広
島
頼
家
か
ら
財
団

法
人
頼
山
陽
記
念
文
化
財
団
に
寄
附
の
意
向
が
示
さ
れ
、
同
財
団
が
資
料
群
を

管
理
し
た
が
、
頼
山
陽
史
跡
資
料
館
の
県
直
営
化
と
あ
わ
せ
て
、
平
成
二
十
七

年
に
公
益
財
団
法
人
頼
山
陽
記
念
文
化
財
団
（
平
成
二
十
三
年
に
公
益
財
団
法

人
へ
移
行
）
か
ら
広
島
県
に
寄
附
さ
れ
た
。 

 

２ 

広
島
頼
家
に
よ
る
資
料
整
理 

 

広
島
頼
家
関
係
資
料
に
つ
い
て
は
、
早
く
か
ら
広
島
頼
家
に
よ
る
整
理
が
行

わ
れ
て
き
た
。
頼
山
陽
の
曾
孫
に
当
た
る
頼
元
緒
氏
（
号
古
楳
、
一
八
六
八
～

一
九
三
一
）
は
、
山
陽
の
脱
藩
や
死
に
関
連
す
る
資
料
を
日
付
順
に
貼
り
継
ぎ
、

「
山
陽
脱
藩
始
末
」
や
「
山
陽
凶
変
始
末
」
と
し
て
ま
と
め
た
ほ
か
、
頼
杏
坪

の
一
連
の
資
料
を
整
理
し
「
杏
翁
意
見
」
と
す
る
な
ど
、
広
島
頼
家
関
係
資
料

を
代
表
す
る
資
料
を
現
在
の
姿
に
整
え
た
。
ま
た
山
陽
の
来
孫
に
当
た
る
頼
惟

勤
氏
（
一
九
二
二
～
一
九
九
九
）
は
、
資
料
を
種
別
・
内
容
・
人
物
ご
と
に
分

類
し
、
そ
れ
ら
を
個
別
の
封
筒
に
分
け
て
保
存
す
る
な
ど
、
体
系
的
な
資
料
の

整
理
・
保
存
に
尽
力
さ
れ
、
そ
の
成
果
は
、
頼
山
陽
史
跡
資
料
館
で
の
資
料
管

理
や
本
事
業
の
調
査
に
も
活
か
さ
れ
て
い
る
。 

 

３ 

調
査
の
目
的
と
対
象 

  
調
査
対
象
で
あ
る
広
島
頼
家
関
係
資
料
は
、
頼
家
の
日
々
の
暮
ら
し
や
、
文

人
た
ち
の
交
遊
の
様
子
を
詳
細
に
伝
え
、
江
戸
時
代
後
期
の
広
島
藩
の
政
治
や

文
化
、
生
活
を
理
解
す
る
上
で
貴
重
な
資
料
群
で
あ
り
、
一
部
が
展
覧
会
を
始

め
、
学
術
研
究
や
『
広
島
県
史
』
の
編
纂
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の



 

 
6 

全
容
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。 

そ
の
た
め
、
広
島
頼
家
関
係
資
料
の
全
容
を
明
ら
か
に
し
て
歴
史
的
位
置
付

け
を
行
う
と
と
も
に
、
調
査
結
果
に
基
づ
き
よ
り
広
く
そ
れ
ら
の
活
用
・
保
存

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
悉
皆
調
査
を
実
施
し
た
。 

 

４ 

調
査
の
項
目
と
方
法 

  

調
査
に
当
た
っ
て
は
、
各
資
料
の
分
類
、
名
称
、
数
量
・
単
位
、
形
態
、
材

質
技
法
、
年
月
日
、
作
成
者
（
差
出
）、
宛
所
、
法
量
、
料
紙
、
丁
数
、
墨
付
丁

数
、
刊
本
・
写
本
、
表
紙
の
品
質
・
墨
書
等
、
外
題
、
首
題
、
扉
題
、
序
・
跋
、

奥
書
・
刊
記
、
印
記
、
端
書
・
端
裏
書
、
訓
点
な
ど
に
つ
い
て
調
書
を
作
成
し
、

デ
ー
タ
入
力
を
行
っ
た
。
ま
た
各
資
料
を
俯
瞰
で
撮
影
し
た
ほ
か
、
表
紙
、
巻

首
・
巻
末
、
保
存
箱
な
ど
の
撮
影
も
適
宜
行
っ
た
。 

 

５ 

調
査
の
組
織
と
経
過 

  

調
査
は
、
平
成
二
十
八
年
度
に
事
前
調
査
を
行
っ
た
上
で
、
平
成
二
十
九
年

度
よ
り
文
化
庁
の
国
庫
補
助
事
業
（
平
成
二
十
九
年
度
：
史
料
調
査
事
業
、
同

三
十
年
度
～
令
和
二
年
度
：
地
域
活
性
化
の
た
め
の
特
色
あ
る
文
化
財
調
査
・

活
用
事
業
）
と
し
て
実
施
し
た
。
調
査
は
、
広
島
頼
家
関
係
資
料
史
料
調
査
指

導
委
員
を
置
い
た
上
で
、
同
委
員
及
び
文
化
庁
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
行
っ
た
。

頼
山
陽
史
跡
資
料
館
（
広
島
県
立
歴
史
博
物
館
分
館
）
が
担
当
し
、
事
業
期
間

は
当
初
、
平
成
二
十
九
年
度
か
ら
同
三
十
一
年
度
ま
で
の
三
か
年
計
画
で
開
始

さ
れ
た
が
、
そ
の
後
、
令
和
二
年
度
ま
で
の
四
か
年
に
延
長
し
た
。 

  

６ 

事
業
執
行
体
制 

 

（
１
）
広
島
頼
家
関
係
資
料
史
料
調
査
指
導
委
員 

 
 

頼 
 

祺
一 

（
広
島
大
学
名
誉
教
授
、
日
本
近
世
史
） 

 
 

棚
橋 

久
美
子
（
前
広
島
県
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
、
日
本
近
世
史
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

※
令
和
元
年
度
ま
で
広
島
県
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員 

 
 

岡
部 

幹
彦 

（
元
文
化
庁
主
任
文
化
財
調
査
官
、
日
本
美
術
史
） 

 
 

丸
山 

猶
計 

（
東
京
国
立
博
物
館
、
日
本
書
道
史
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

※
平
成
三
十
年
九
月
ま
で
九
州
国
立
博
物
館 

 

（
２
）
指
導
・
助
言 

 
 

文
化
庁
文
化
財
第
一
課
（
歴
史
資
料
部
門
） 

※
平
成
二
十
九
年
度
ま
で
文
化
財
部
美
術
学
芸
課 

 

（
３
）
事
務
局 

 

頼
山
陽
史
跡
資
料
館
（
※
は
兼
務
） 

 
 
 

館
長 

 
 

加
藤 

謙 
 

（
平
成
二
十
九
年
度
）
※ 

白
井 

比
佐
雄
（
平
成
三
十
年
度
～
）
※ 

 
 
 

主
査 

 
 

伊
藤 

雅
哉 

（
平
成
二
十
九
年
度
）
※ 

瀬
山 

里
美 

（
平
成
三
十
年
～
令
和
元
年
度
）
※ 

新
井 

真
吾 

（
令
和
二
年
度
）
※ 

永
井 

敬
久 

（
令
和
二
年
度
）
※ 

 
 
 

主
任 

 
 

阿
萬 

光
朗 

 

（
平
成
二
十
九
年
～
令
和
元
年
度
） 

 
 
 

主
事 

 
 

村
本 

耀 
 

（
平
成
二
十
九
年
度
～
）
※ 

 
 
 

 

 



 

 
7 

第５回指導委員会 

主
任
学
芸
員 

 
 

花
本 

哲
志 

 
 
 

学
芸
員 

 
 
 
 

渡
部 

史
之 

 

（
令
和
元
年
度
～
） 

 
 
 

文
化
施
設
事
務
従
事
員 

石
川 

良
枝 

（
平
成
二
十
九
年
～
令
和
二
年
度
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
見 

三
知
子 

（
平
成
二
十
九
年
～
令
和
二
年
度
） 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

井
上 

麻
由
子 

  
 

広
島
県
教
育
委
員
会
事
務
局
管
理
部
文
化
財
課 

 
 
 

主
任 

 
 
 
 
 

佐
伯 

匡
芳
（
平
成
二
十
九
年
～
令
和
元
年
度
） 

 

（
４
）広
島
頼
家
関
係
資
料
史
料
調
査
指
導
委
員
会
（
於 

頼
山
陽
史
跡
資
料
館
） 

 
 

第
一
回 

平
成
二
十
九
年
七
月
二
十
日
（
木
） 

 
 

第
二
回 

平
成
三
十
年
三
月
六
日
（
火
） 

 
 

第
三
回 

平
成
三
十
年
八
月
二
日
（
木
） 

 
 

第
四
回 

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
八
日
（
木
） 

 
 

第
五
回 

令
和
元
年
十
一
月
十
九
日
（
火
） 

 
 

第
六
回 

令
和
二
年
九
月
十
八
日
（
金
） 

 

（
５
）
事
業
経
費 

 
 

平
成
二
十
九
年
度 

 

三
〇
〇
万
円
（
国
庫
補
助
一
五
〇
万
円
） 

 
 

平
成
三
十
年
度 

 
 

三
〇
〇
万
円
（
国
庫
補
助
一
五
〇
万
円
） 

 
 

令
和
元
年
度 
 
 
 

三
〇
〇
万
円
（
国
庫
補
助
一
五
〇
万
円
） 

 
 

令
和
二
年
度 

 
 
 

四
〇
〇
万
円
（
国
庫
補
助
二
〇
〇
万
円
） 
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二 

広
島
頼
家
関
係
資
料
の
概
要 

 
広
島
頼
家
関
係
資
料
（
杉
ノ
木
資
料
）
は
、
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
の
広

島
藩
学
問
所
再
興
に
伴
っ
て
藩
儒
に
登
用
さ
れ
た
頼
春
水
（
一
七
四
六
～
一
八

一
六
）
と
そ
の
妻
静
子
（
号
梅
颸
）
、
実
弟
の
頼
杏
坪
（
一
七
五
六
～
一
八
三
四
）

を
中
心
に
、
春
水
の
養
嗣
子
景
譲
（
一
七
九
〇
～
一
八
一
五
）、
春
水
の
孫
で
そ

の
跡
を
継
い
だ
聿
庵
（
一
八
〇
一
～
一
八
五
六
）
と
そ
の
子
誠
軒
（
一
八
二
九

～
一
八
九
四
）
に
至
る
、
広
島
藩
儒
と
し
て
藩
の
文
教
政
策
に
尽
力
し
、
地
域

文
化
の
振
興
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
広
島
頼
家
に
伝
来
し
た
資
料
群
で
、

江
戸
時
代
後
期
か
ら
近
代
に
至
る
学
者
文
人
の
日
常
生
活
と
文
化
活
動
を
今
に

伝
え
て
い
る
。 

資
料
は
九
一
五
一
点
（
目
録
外
の
刊
行
物
五
五
点
を
含
む
）
に
及
び
、
そ
の

内
容
は
文
人
等
と
の
交
流
を
示
す
書
簡
そ
の
他
の
書
状
類
、
能
書
家
と
し
て
知

ら
れ
た
広
島
頼
家
の
遺
墨
や
交
遊
の
あ
る
学
者
文
人
か
ら
贈
ら
れ
た
書
画
類
、

詩
文
等
の
著
述
稿
本
類
、
日
常
生
活
に
係
る
日
記
や
公
務
に
関
す
る
文
書
、
家

計
に
係
る
帳
簿
類
等
の
文
書
・
記
録
類
、
多
種
多
様
な
典
籍
類
、
日
常
生
活
で

用
い
ら
れ
た
器
物
類
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。 

 

１ 

広
島
頼
家
の
人
々 

 

学
者
の
家
と
し
て
の
広
島
頼
家
は
、
春
水
か
ら
始
ま
る
。
延
享
三
年
（
一
七

四
六
）
、
安
芸
国
竹
原
下
市
の
紺
屋
又
十
郎
（
頼
惟
清
）
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ

た
春
水
は
、
幼
い
頃
か
ら
学
問
の
道
を
志
し
、
勉
学
に
励
ん
だ
。
二
人
の
弟
（
春

風
・
杏
坪
）
も
兄
の
背
中
を
追
う
よ
う
に
学
者
と
な
り
、
春
風
は
儒
医
と
し
て

竹
原
の
地
に
根
を
張
り
、
杏
坪
は
兄
同
様
に
藩
儒
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
大
き
な

足
跡
を
残
し
た
。 

「
頼
」
と
い
う
姓
は
、
春
水
が
学
問
の
道
を
志
し
て
か
ら
名
乗
る
よ
う
に
な

っ
た
も
の
で
、
そ
れ
ま
で
は
家
業
（
紺
屋
）
に
ち
な
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
「
青

始
」
の
姓
を
名
乗
っ
て
い
た
。
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）、
二
十
一
歳
の
頼
春
水

は
大
坂
に
出
て
学
者
と
し
て
の
第
一
歩
を
歩
み
始
め
た
。
大
坂
で
は
片
山
北
海

を
盟
主
と
す
る
文
人
サ
ー
ク
ル
・
混
沌
社
の
一
員
と
な
り
、
最
年
少
な
が
ら
頭

角
を
現
わ
し
、
詩
豪
と
称
さ
れ
た
。 

天
明
元
年
十
二
月
、
春
水
が
士
格
で
広
島
藩
儒
に
登
用
さ
れ
、
頼
家
の
広
島

暮
ら
し
が
始
ま
る
の
は
そ
れ
か
ら
で
あ
る
。 

藩
儒
と
し
て
の
広
島
頼
家
は
、
春
水
か
ら
聿
庵
、
誠
軒
と
続
い
た
。
聿
庵
は

山
陽
の
長
男
で
あ
る
が
、
誕
生
の
前
年
に
父
山
陽
が
脱
藩
し
た
た
め
、
母
淳
子

は
藩
法
に
よ
り
離
縁
さ
れ
、聿
庵
は
誕
生
後
す
ぐ
に
広
島
頼
家
に
引
き
取
ら
れ
、

以
後
、
表
向
き
に
は
祖
父
春
水
・
祖
母
梅
颸
の
子
と
し
て
育
て
ら
れ
た
。
文
化

十
三
年
（
一
八
一
六
）
に
十
六
歳
で
家
督
を
相
続
し
、
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）

よ
り
学
問
所
に
出
仕
、
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
に
は
奥
詰
と
な
っ
た
。
嘉

永
二
年
（
一
八
四
九
）、
九
代
藩
主
浅
野
斉
粛
へ
の
御
前
講
義
の
際
に
陪
席
し
て

い
た
執
政
首
座
・
今
中
大
学
を
罵
倒
し
、
そ
の
罪
で
蟄
居
謹
慎
と
な
っ
た
。
蟄

居
後
の
聿
庵
は
、
自
ら
を
「
迂
娯
軒
」（
動
け
ん
）
と
号
し
、
翌
年
に
隠
居
し
て

家
督
を
誠
軒
に
譲
っ
た
。 

聿
庵
は
詩
作
を
好
み
、
能
書
家
と
し
て
著
名
で
あ
っ
た
。
そ
の
書
は
広
島
頼

家
の
伝
統
的
な
書
風
を
受
け
継
い
で
い
る
が
、
蟄
居
後
の
晩
年
の
作
品
は
雄
勁

奔
放
で
、
現
代
の
前
衛
書
に
通
じ
る
趣
が
あ
る
。 

誠
軒
は
聿
庵
の
三
男
で
（
長
男
・
次
男
は
早
逝
）、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）

に
京
都
に
遊
学
し
て
叔
父
の
支
峰
と
三
樹
三
郎
に
学
ん
だ
。
文
久
元
年
（
一
八

六
一
）
に
学
問
所
教
授
と
な
り
、
同
三
年
に
同
志
と
と
も
に
厳
島
へ
の
砲
台
築

造
を
建
言
し
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
に
は
発
機
隊
の
結
成
に
参
加
。
明
治

維
新
後
は
、
広
島
県
少
属
、
厳
島
神
社
権
禰
宜
、
修
道
中
学
校
教
諭
な
ど
を
務
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め
た
。
誠
軒
関
係
資
料
は
、
幕
末
維
新
期
に
お
け
る
広
島
藩
の
動
向
を
研
究
し

て
い
く
う
え
で
有
用
で
あ
る
。 

春
水
の
代
か
ら
の
家
訓
を
守
り
、
儒
家
と
し
て
誠
実
に
生
き
た
広
島
頼
家
三

代
の
事
跡
を
伝
え
る
資
料
は
、
春
水
の
玄
孫
に
あ
た
る
古
楳
（
一
八
六
八
～
一

九
三
一
）
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
、
そ
れ
は
さ
ら
に
成
一
（
梅
厓
、
一
八
九
一
～

一
九
五
一
）
か
ら
惟
勤
（
一
九
二
二
～
一
九
九
九
）
へ
と
引
き
継
が
れ
た
。 

 

２ 

広
島
頼
家
関
係
資
料
の
特
色 

 

広
島
藩
士
と
な
っ
た
頼
春
水
は
、
そ
の
時
か
ら
日
記
を
書
き
始
め
る
。
大
坂

時
代
に
春
水
と
結
婚
し
た
妻
梅
颸
（
大
坂
の
儒
医
・
飯
岡
義
斎
の
娘
）
も
、
藩

士
の
妻
と
し
て
ま
た
母
と
し
て
の
生
活
が
始
ま
る
。
梅
颸
は
、
広
島
で
の
生
活

を
本
格
的
に
始
め
た
天
明
五
年
か
ら
亡
く
な
る
ま
で
、
途
中
、
一
部
欠
筆
は
あ

る
も
の
の
日
記
を
書
き
続
け
た
。
そ
の
日
記
は
「
梅
颸
日
記
」
と
呼
ば
れ
、
広

島
頼
家
の
日
常
生
活
や
幅
広
い
交
遊
関
係
を
詳
細
に
伝
え
て
い
る
。
夫
婦
揃
っ

て
日
記
を
書
き
続
け
た
と
い
う
事
例
は
少
な
く
、
頼
家
の
み
な
ら
ず
同
時
代
の

広
島
の
生
活
史
や
文
化
史
を
語
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
算
用
書
な
ど
の
家
計
の
詳
細
を
伝
え
る
資
料
は
儒
家
と
し
て
の
性
格
を

色
濃
く
反
映
し
た
も
の
で
あ
り
、
大
き
な
特
色
の
一
つ
と
言
え
る
。 

春
水
夫
妻
の
長
男
が
、
幕
末
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
『
日
本
外
史
』
や
「
泊
天
草

洋
」
な
ど
今
も
愛
吟
さ
れ
る
漢
詩
で
名
高
い
頼
山
陽
（
一
七
八
〇
～
一
八
三
二
）

で
あ
る
が
、
山
陽
に
直
接
関
係
す
る
広
島
頼
家
関
係
資
料
は
決
し
て
多
く
は
な

い
。
し
か
し
、
春
水
夫
妻
の
日
記
に
は
幼
少
期
か
ら
の
山
陽
の
動
向
が
書
き
留

め
ら
れ
て
お
り
、
頼
山
陽
の
詳
細
な
伝
記
『
頼
山
陽
全
書 

全
伝 

上
下
巻
』

（
木
崎
好
尚
編
、
頼
山
陽
先
生
遺
蹟
顕
彰
会
、
一
九
三
一
～
三
二
年
）
を
ま
と

め
る
た
め
の
基
礎
資
料
と
な
っ
て
い
る
。 

春
水
は
学
制
を
定
め
る
に
際
し
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
か
ら
、

広
島
頼
家
関
係
資
料
に
は
学
制
制
定
か
ら
学
問
所
の
運
営
に
至
る
ま
で
の
資
料

が
数
多
く
伝
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
後
に
子
孫
で
あ
る
古
楳
（
誠
軒

の
子
）
が
筆
写
し
て
「
春
水
遺
響
」
と
し
て
整
理
し
、
そ
の
一
部
が
『
広
島
県

史 

近
世
資
料
編
Ⅵ
』（
広
島
県
、
一
九
七
六
年
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
春
水
は
七
代
藩
主
重
晟
の
世
子
斉
賢
の
侍
講
と
し
て
長
年
教
導
に
当
た
っ

た
が
、
在
任
中
の
詳
細
な
記
録
「
江
戸
詰
ひ
か
へ
」
を
は
じ
め
、
春
水
が
書
き

残
し
た
覚
書
類
は
、
江
戸
時
代
後
期
に
お
け
る
儒
者
の
学
問
と
教
育
の
実
践
を

伝
え
る
貴
重
な
資
料
で
あ
り
、
広
島
頼
家
の
特
質
を
語
る
う
え
で
不
可
欠
な
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
兄
と
と
も
に
広
島
藩
儒
と
し
て
登
用
さ
れ
、
備
後

四
郡
（
三
次
・
恵
蘇
・
奴
可
・
三
上
）
の
代
官
や
三
次
町
奉
行
と
し
て
活
躍
し

た
杏
坪
の
業
務
に
関
す
る
記
録
や
口
上
之
覚
な
ど
は
「
杏
翁
意
見
」
と
し
て
、

そ
の
一
部
が
『
広
島
県
史 

近
世
資
料
編
Ⅵ
』
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
近
世
後

期
の
広
島
藩
政
の
実
態
を
知
る
う
え
で
不
可
欠
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。 

 

儒
家
と
し
て
の
広
島
頼
家
を
継
承
し
て
い
く
た
め
、
春
水
は
儒
教
祭
祀
を
研

究
し
、
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
に
藩
か
ら
拝
領
し
た
屋
敷
に
先
祖
の
霊
を
祀

る
祠
堂
を
設
け
て
神
主
（
位
牌
）
を
安
置
す
る
な
ど
、
家
祭
を
厳
格
に
実
践
し

た
。
春
水
は
祠
堂
で
毎
朝
拝
礼
を
行
い
、
一
日
・
十
五
日
と
佳
日
（
節
句
の
日
）

に
は
供
物
を
用
意
し
、
春
と
秋
に
は
先
祖
供
養
の
た
め
の
時
祭
を
、
ま
た
高
祖

父
母
以
下
、
父
母
の
忌
日
に
は
忌
祭
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
春
水
没
後
も
続
け
ら

れ
、
御
供
と
し
て
用
意
さ
れ
た
料
理
の
献
立
は
大
切
に
保
管
さ
れ
た
。
そ
の
数

は
膨
大
な
も
の
で
、
儒
教
祭
祀
の
実
態
の
み
な
ら
ず
、
当
時
の
食
生
活
や
食
文

化
を
考
え
る
う
え
で
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
広
島
頼
家
で
は
昇

進
や
結
婚
な
ど
の
重
大
事
は
祠
堂
で
先
祖
に
報
告
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
に
書
か

れ
た
「
告
文
」
も
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
儒
教
祭
祀
を
厳
格
に
実
践
し
、

そ
れ
に
関
す
る
資
料
が
数
多
く
伝
存
す
る
の
は
他
に
例
を
見
な
い
も
の
で
あ
り
、
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そ
れ
が
広
島
頼
家
関
係
資
料
の
最
大
の
特
色
で
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。 当

時
の
学
者
に
と
っ
て
、
作
詩
は
必
須
の
教
養
で
あ
っ
た
。
広
島
頼
家
関
係

資
料
に
は
春
水
・
杏
坪
・
聿
庵
ら
が
詩
作
の
過
程
で
記
し
た
稿
本
が
数
多
く
伝

わ
っ
て
い
る
。
広
島
頼
家
の
人
々
は
い
ず
れ
も
能
書
家
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、

彼
ら
の
書
作
は
基
本
的
に
自
詠
自
書
で
あ
り
、詩
作
と
書
作
は
一
体
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
春
水
の
妻
梅
颸
は
歌
人
と
し
て
も
名
高
く
、
生
涯
に
わ
た
り
歌
を
詠
み

続
け
た
。
娘
の
三
穂
（
山
陽
の
妹
）
も
和
歌
を
好
み
、
母
の
薫
陶
を
受
け
て
多

く
の
歌
を
詠
ん
で
い
る
。
学
問
の
家
で
あ
る
と
と
も
に
文
芸
の
家
で
あ
る
こ
と

も
広
島
頼
家
の
大
き
な
特
色
で
あ
る
。
こ
う
し
た
家
風
を
よ
く
伝
え
て
い
る
の

が
聿
庵
関
係
資
料
で
あ
り
、
聿
庵
幼
時
の
手
習
書
に
始
ま
り
、
晩
年
に
至
る
ま

で
の
作
品
が
伝
存
し
て
い
る
。
ま
た
詩
文
の
草
稿
も
多
数
伝
わ
り
、
春
水
・
杏

坪
・
山
陽
ら
の
薫
陶
を
受
け
な
が
ら
詩
文
の
研
鑽
に
努
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。 春

水
の
学
者
と
し
て
の
名
声
は
高
く
、
名
だ
た
る
学
者
文
人
と
の
幅
広
い
交

遊
関
係
を
伝
え
る
資
料
が
多
い
の
も
広
島
頼
家
関
係
資
料
の
特
色
で
あ
る
。
春

水
在
坂
中
の
足
跡
は
、
後
年
の
著
作
「
在
津
紀
事
」
や
「
師
友
志
」
に
詳
し
い

が
、
広
島
頼
家
関
係
資
料
に
は
そ
の
草
稿
が
伝
わ
っ
て
お
り
、
春
水
の
幅
広
い

交
遊
関
係
が
う
か
が
え
る
。 

春
水
と
親
密
な
交
遊
が
あ
っ
た
儒
者
は
多
士
済
々
で
あ
る
。
畏
友
と
い
う
べ 

き
人
物
は
菅
茶
山
で
、
広
島
頼
家
関
係
資
料
に
は
茶
山
か
ら
の
書
簡
が
三
百
通

近
く
伝
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
春
水
夫
妻
の
媒
酌
人
を
務
め
た
中
井
竹
山
、
幕

府
儒
官
で
寛
政
の
三
博
士
と
称
さ
れ
た
古
賀
精
里
・
柴
野
栗
山
・
尾
藤
二
洲
の

ほ
か
、
姫
井
桃
源
（
岡
山
藩
）・
辛
島
塩
井
（
熊
本
藩
）・
赤
崎
海
門
（
薩
摩
藩
）

ら
も
春
水
と
は
昵
懇
で
、
広
島
頼
家
関
係
資
料
に
は
彼
ら
の
書
跡
や
書
簡
が
伝

わ
っ
て
い
る
。
中
井
竹
山
・
古
賀
精
里
・
柴
野
栗
山
・
尾
藤
二
洲
・
菅
茶
山
ら

は
、
い
ず
れ
も
幕
府
老
中
と
し
て
寛
政
の
改
革
を
断
行
し
た
松
平
定
信
（
隠
居

後
は
楽
翁
と
称
す
）
の
文
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
繋
が
る
人
物
で
あ
る
。
広
島
藩

儒
と
し
て
、
ま
た
当
代
屈
指
の
能
書
家
と
し
て
名
高
い
春
水
も
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
と
深
く
繋
が
っ
て
お
り
、
松
平
定
信
の
「
嶺
松
廬
歌
」
は
そ
れ
を
象
徴
す

る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
春
水
は
古
川
古
松
軒
・
長
久
保
赤
水
・
伊
能
忠
敬
ら

地
理
学
や
地
図
製
作
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
学
者
と
も
親
交
が
あ
り
、
春
水

の
人
脈
の
広
さ
は
特
筆
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。 
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三 

分
類
解
説 

 
著
述
稿
本
類 

  

本
目
録
で
は
、
著
述
の
稿
本
や
未
出
版
の
著
述
、
関
係
者
に
よ
る
比
較
的
早

い
時
期
に
お
け
る
著
述
の
写
し
、（
出
版
さ
れ
て
い
な
く
て
も
）
編
纂
の
意
図
が

認
め
ら
れ
る
詩
稿
・
歌
稿
類
や
紀
行
文
な
ど
、
七
二
点
を
「
著
述
稿
本
類
」
と

し
て
分
類
し
た
。 

こ
の
う
ち
、
人
物
で
は
頼
惟
清
・
春
水
・
杏
坪
・
山
陽
・
聿
庵
・
誠
軒
に
係

る
も
の
が
半
数
以
上
を
占
め
、
内
容
と
し
て
は
詩
稿
・
歌
稿
類
や
紀
行
文
、
春

水
の
修
学
や
学
問
所
関
係
、山
陽
の
著
述
に
係
る
も
の
な
ど
が
見
受
け
ら
れ
る
。 

こ
う
し
た
な
か
に
あ
っ
て
、
道
光
上
人
の
「
聴
松
庵
詩
抄
」
が
注
目
さ
れ
る
。

本
資
料
は
紙
本
墨
書
で
三
冊
か
ら
な
る
が
、
三
冊
目
の
末
尾
で
は
料
紙
の
一
部

が
切
り
取
ら
れ
、
そ
こ
に
貼
り
継
が
れ
た
紙
に
は
、
道
光
上
人
が
菅
茶
山
に
詩

の
批
正
を
乞
い
、
茶
山
が
そ
れ
を
引
き
受
け
た
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
（
茶
山

自
筆
は
朱
書
）
。
三
冊
と
も
朱
や
墨
で
批
正
が
多
く
加
え
ら
れ
て
お
り
、
本
資
料

が
「
聴
松
庵
詩
抄
」
の
初
稿
自
筆
本
と
目
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
が
、
な
ぜ
こ
れ

が
杉
ノ
木
資
料
に
含
ま
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
定
か
で
は
な

い
。 ま

た
「
韓
使
関
係
詩
文
稿
」
は
、
幕
府
使
節
と
の
対
馬
随
行
を
希
望
し
、
そ

れ
が
叶
わ
な
か
っ
た
頼
山
陽
が
、
幕
府
儒
官
の
古
賀
精
里
ら
と
朝
鮮
通
信
使
と

の
間
で
交
わ
さ
れ
た
詩
な
ど
を
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
の
冬
に
門
生
数
人
に

命
じ
て
写
さ
せ
た
も
の
で
、末
尾
に
は
朱
で
山
陽
の
奥
書
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。 

な
お
、「
や
し
な
ひ
草
」「
竹
館
小
録
」
「
監
古
録
」
に
つ
い
て
は
、「
春
水
遺

響 

十
三
」
に
筆
写
さ
れ
た
も
の
が
『
広
島
県
史 

近
世
資
料
編
Ⅵ
』
に
翻
刻

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
が
そ
の
原
本
で
あ
る
。 

文
書
・
記
録
類 

  

本
目
録
で
は
、
頼
春
水
・
梅
颸
を
中
心
と
す
る
日
記
類
、
頼
家
の
系
図
、
頼

家
邸
宅
で
の
儒
教
祭
祀
に
係
る
「
家
祭
年
中
行
事
控
」
や
神
主
に
捧
げ
る
告
文
・

献
立
、
春
水
の
儒
教
祭
祀
研
究
の
様
子
が
窺
え
る
筆
写
本
な
ど
の
記
録
類
、
春

水
・
杏
坪
・
聿
庵
に
係
る
学
問
所
関
係
資
料
、「
杏
翁
意
見
」
に
代
表
さ
れ
る
杏

坪
の
郡
代
官
・
三
次
町
奉
行
関
係
資
料
、「
山
陽
脱
藩
始
末
」
や
「
山
陽
凶
変
始

末
」
な
ど
の
山
陽
関
係
資
料
、
誠
軒
の
発
機
隊
関
係
資
料
や
明
治
初
期
の
辞
令

書
な
ど
の
文
書
類
、
春
水
邸
の
家
計
簿
や
目
録
な
ど
の
覚
書
類
、
春
水
・
聿
庵
・

支
峰
・
誠
軒
等
の
詩
稿
類
、
梅
颸
・
三
穂
・
惟
清
・
杏
坪
の
歌
稿
類
、
聿
庵
の

文
稿
類
の
ほ
か
、
梅
颸
の
父
・
飯
岡
義
斎
の
日
記
類
や
頼
家
と
交
友
関
係
の
あ

る
人
々
の
詩
歌
な
ど
、
三
八
七
二
点
を
「
文
書
・
記
録
類
」
と
し
て
分
類
し
た
。 

学
問
所
関
係
資
料
は
、
春
水
が
学
問
所
創
設
の
中
核
を
担
い
、
ま
た
頼
家
か

ら
複
数
の
学
問
所
教
授
が
輩
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
質
・
量
と
も
に
文
書
・
記

録
類
の
中
核
を
な
す
が
、
杉
ノ
木
資
料
に
は
春
水
・
杏
坪
・
聿
庵
が
藩
か
ら
受

け
取
っ
た
文
書
に
加
え
、
学
問
所
教
授
と
し
て
彼
ら
が
作
成
し
た
文
書
の
草
稿

や
控
が
大
量
に
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
「
杏
翁
意
見
」
な
ど
、
他
に
も
多
く
の

草
稿
が
伝
存
す
る
が
、
そ
れ
ら
の
推
敲
の
跡
を
丹
念
に
辿
る
こ
と
で
、
春
水
や

杏
坪
ら
の
思
考
過
程
を
復
元
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。 

ま
た
聿
庵
の
詩
稿
・
文
稿
に
は
、
杏
坪
や
山
陽
が
批
正
を
朱
書
し
た
も
の
が

多
く
見
ら
れ
、
頼
家
に
お
け
る
聿
庵
の
教
育
・
研
鑽
の
様
子
が
窺
え
る
。 

広
島
藩
で
は
、
享
保
六
年
（
一
七
二
一
）
に
淡
茜
色
に
染
め
た
色
諸
口
紙
・

色
半
紙
を
公
用
紙
と
し
、
他
の
紙
と
視
覚
的
に
区
別
し
た
が
、
杉
ノ
木
資
料
に

は
そ
れ
ら
が
大
量
に
含
ま
れ
て
お
り
、
料
紙
研
究
上
に
お
い
て
も
貴
重
な
資
料

と
な
っ
て
い
る
。 
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書
状
類 

 
本
目
録
で
は
、
二
四
〇
四
点
を
「
書
状
類
」
と
し
て
分
類
し
た
。
頼
家
の
親

族
・
親
類
間
の
書
簡
が
占
め
る
割
合
が
多
く
、
頼
春
水
・
春
風
・
杏
坪
・
山
陽
・

聿
庵
・
支
峰
・
伝
五
郎
、
梅
颸
・
三
穂
・
梨
影
、
飯
岡
義
斎
・
梅
月
な
ど
の
書

簡
が
ま
と
ま
っ
て
伝
存
す
る
。
こ
の
う
ち
、
杏
坪
書
簡
は
断
簡
が
多
く
、
山
陽

書
簡
は
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
の
江
戸
遊
学
時
の
も
の
が
多
い
。 

こ
の
ほ
か
、
菅
茶
山
・
菅
恥
庵
・
中
井
竹
山
・
中
井
蕉
園
・
尾
藤
二
洲
・
尾

藤
水
竹
・
柴
野
栗
山
・
西
山
拙
斎
・
古
賀
穀
堂
・
平
賀
中
南
・
長
久
保
赤
水
・

広
瀬
蒙
斎
・
斎
藤
一
斎
・
若
槻
幾
斎
・
篠
崎
三
島
・
篠
崎
小
竹
・
木
村
兼
葭
堂
・

岡
元
齢
・
岡
延
年
・
姫
井
桃
源
・
黒
沢
東
蒙
・
勝
島
翼
斎
・
藤
井
暮
庵
・
桜
井

東
門
・
国
嶋
筈
斎
・
南
部
積
善
堂
・
箕
浦
江
南
・
箕
浦
耕
雨
・
岡
田
寧
處
・
松

田
思
斎
・
辛
島
塩
井
・
丸
川
松
隠
・
山
口
剛
斎
・
福
井
敬
斎
・
小
石
元
瑞
・
坂

井
虎
山
・
宮
原
節
庵
・
牧
百
峰
・
関
藤
藤
陰
・
村
瀬
藤
城
・
月
形
鷦
窠
・
江
木

鰐
水
・
河
原
翠
城
・
日
野
資
愛
・
香
川
景
樹
・
菅
沼
斐
雄
・
瀧
原
宋
閑
・
近
藤

芳
樹
・
小
寺
清
之
・
雲
華
上
人
・
間
重
富
・
千
家
俊
信
・
土
屋
七
郎
な
ど
、
文

人
・
歌
人
・
国
学
者
・
他
藩
士
等
の
書
簡
が
数
多
く
見
ら
れ
、
頼
家
の
幅
広
い

交
友
関
係
が
窺
え
る
。
な
か
で
も
菅
茶
山
書
簡
は
約
三
〇
〇
点
に
及
び
、
頼
家

以
外
の
書
簡
の
な
か
で
は
突
出
し
て
多
い
。 

 

書
状
類
は
、
春
水
が
杉
ノ
木
小
路
の
屋
敷
に
転
居
し
て
以
降
の
も
の
が
大
半

を
占
め
、
西
研
屋
町
時
代
に
遡
る
も
の
は
、
春
水
・
杏
坪
・
梅
颸
・
飯
岡
義
斎

書
簡
等
に
限
ら
れ
る
。
書
簡
の
端
裏
に
は
、
頼
家
に
よ
り
発
着
日
が
墨
書
さ
れ

た
も
の
も
多
い
。 

ま
た
小
田
淳
子
書
簡
に
は
、
聿
庵
が
「
小
田
様
御
状
数
通
」「
小
田
母
上
様
御 

文
」
と
墨
書
し
た
包
紙
が
添
え
ら
れ
た
も
の
も
あ
り
、
聿
庵
の
実
母
に
対
す
る

思
慕
の
念
が
窺
え
る
。 

絵
図
類 

  

本
目
録
で
は
、
頼
家
邸
宅
の
図
面
や
頼
春
水
が
役
務
上
作
成
し
た
と
思
し
き

図
面
、
旅
先
の
風
景
に
係
る
絵
図
面
や
広
島
の
絵
図
・
地
図
な
ど
、
二
三
点
を

「
絵
図
類
」
と
し
て
分
類
し
た
。
そ
の
う
ち
「
頼
氏
旧
宅
図
」
は
、
頼
家
邸
宅

の
改
築
の
様
子
が
窺
え
る
点
で
き
わ
め
て
貴
重
で
あ
る
。
本
絵
図
は
、
頼
聿
庵

に
よ
る
春
水
書
「
嶺
松
廬
記
」
の
写
し
に
、
屋
敷
の
平
面
図
三
点
を
加
え
て
掛

幅
に
仕
立
て
た
も
の
で
、
平
面
図
は
上
か
ら
時
系
列
に
沿
っ
て
配
置
さ
れ
て
い

る
。 

 

頼
春
水
は
、
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
八
月
一
日
に
国
泰
寺
裏
門
前
の
屋
敷

に
転
居
す
る
が
、
一
枚
目
の
平
面
図
に
は
、
こ
の
時
の
屋
敷
の
様
子
が
描
か
れ

て
い
る
。
た
だ
し
本
図
面
で
は
、
碓
部
屋
が
敷
地
の
南
で
は
な
く
北
西
に
描
か

れ
、
ま
た
敷
地
の
北
に
瓦
葺
き
の
土
蔵
（
梁
行
二
間
、
桁
行
三
間
）
が
見
え
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
土
蔵
の
修
築
（
同
年
八
月
十
六
日
普
請
始
）
後
に
作
成
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
二
枚
目
の
図
面
で
は
、
祠
堂
に
加
え

書
斎
で
あ
る
嶺
松
廬
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
嶺
松
盧
完
成
後
の
も
の
、

三
枚
目
の
図
面
で
は
、
祠
堂
（
厳
密
に
言
え
ば
祠
室
）
が
十
四
畳
に
拡
張
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
以
後
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
が
分
か
る
。 

 

「
頼
家
屋
敷
間
取
図
」
に
も
、
祠
堂
拡
張
後
の
様
子
が
描
か
れ
る
が
、「
頼
氏

旧
宅
図
」
と
は
細
部
が
異
な
る
。 

 

「
三
国
屋
図
」
は
、
文
化
三
年
四
月
十
三
日
に
唐
津
藩
主
水
野
忠
光
が
江
戸

参
勤
の
帰
路
に
宿
泊
し
た
広
島
で
本
陣
と
し
た
三
国
屋
栄
次
郎
宅
の
平
面
図
で

あ
る
が
、
当
日
の
設
え
が
書
画
や
工
芸
品
に
至
る
ま
で
詳
細
に
記
録
さ
れ
て
お

り
貴
重
で
あ
る
。 
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典
籍
類 

 
本
目
録
で
は
、
二
二
一
八
点
を
「
典
籍
類
」
と
し
て
分
類
し
た
。
典
籍
類
は
、

漢
籍
（
唐
本
・
和
刻
本
・
書
写
本
）・
準
漢
籍
（
漢
籍
に
日
本
で
の
注
釈
・
考
証

を
添
え
た
も
の
）・
和
書
（
写
本
を
含
む
）
か
ら
な
り
、
漢
籍
・
準
漢
籍
に
は
特

定
分
野
へ
の
顕
著
な
偏
り
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
漢
籍
・
準
漢
籍
に
比
し
て
和

書
の
占
め
る
割
合
が
大
き
く
、全
体
的
に
近
代
以
後
の
刊
行
物
も
多
く
含
ま
れ
、

な
か
に
は
古
書
店
で
購
入
し
た
も
の
も
散
見
さ
れ
る
。
な
お
凡
例
に
も
記
し
た

と
お
り
、
本
目
録
で
は
一
部
を
除
き
、
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
以
後
の
刊
行

物
を
除
外
し
て
い
る
（
二
二
一
八
点
の
う
ち
目
録
外
五
五
点
）。 

 

近
代
以
後
の
刊
行
物
を
含
め
、
和
書
で
は
頼
家
の
著
作
に
関
す
る
も
の
が
多

く
を
占
め
、「
在
津
紀
事
」「
師
友
志
」「
春
水
遺
稿
」「
芸
備
孝
義
伝
」「
芳
山
小

記
」
「
春
風
館
詩
抄
」
「
原
古
編
」「
食
禄
箴
」
「
諭
俗
要
言
」「
稲
む
し
ろ
」「
春

草
堂
詩
抄
」「
十
旬
花
月
帖
」「
鴨
崖
頼
先
生
一
日
百
詩
」
な
ど
、
頼
春
水
・
春

風
・
杏
坪
・
三
樹
三
郎
に
関
す
る
も
の
も
一
定
数
含
ま
れ
る
が
、
な
か
で
も
山

陽
関
連
の
も
の
が
最
も
多
く
、「
日
本
外
史
」
で
は
唐
本
三
種
（
南
海
陳
序
球
題
・

銭
懌
子
琴
評
閲
・
文
賢
閣
石
印
）
を
含
め
、
拙
修
斎
叢
書
以
下
の
各
種
刊
本
が

揃
っ
て
い
る
。 

 

元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
再
板
の
「
御
改
服
忌
令
」
の
表
裏
に
は
、
春
水
が

江
戸
で
岡
田
寒
泉
や
中
神
九
左
衛
門
よ
り
借
覧
し
た
服
忌
令
か
ら
得
た
情
報
や

自
身
の
注
釈
な
ど
が
多
数
書
き
込
ま
れ
て
お
り
、
春
水
の
研
究
姿
勢
が
窺
え
貴

重
で
あ
る
。 

ま
た
春
水
手
択
本
の
「
朱
子
文
鈔
」
や
「
考
工
記
諺
解
」
は
、「
春
水
先
生
手

択 

朱
子
文
鈔 

四
冊 

松
廬
」
な
ど
と
墨
書
さ
れ
た
板
帙
で
大
切
に
保
護
さ

れ
て
お
り
、
頼
家
の
子
孫
の
春
水
に
対
す
る
想
い
が
窺
え
る
。 

 

書
画
類 

 

本
目
録
で
は
、
頼
家
の
人
々
の
遺
墨
（
書
画
作
品
）
を
中
心
に
、
幅
広
い
交

遊
関
係
の
中
で
頼
家
に
贈
ら
れ
た
藩
主
や
学
者
・
文
人
の
遺
墨
、
碑
文
の
拓
本

か
ら
複
製
品
に
至
る
ま
で
の
、
二
四
五
点
を
「
書
画
類
」
と
し
て
分
類
し
た
。 

 

儒
家
と
し
て
先
祖
と
の
繋
が
り
を
重
ん
じ
た
頼
家
で
は
、
先
人
の
作
品
の
み

な
ら
ず
、
歌
稿
・
詩
稿
か
ら
書
簡
に
至
る
ま
で
、「
遺
墨
」
と
し
て
大
切
に
保
管

し
、
伝
え
て
き
た
。
春
水
が
父
惟
清
の
和
歌
を
ま
と
め
、
識
語
を
付
し
た
「
先

府
君
和
歌
」「
御
遺
墨
」
な
ど
や
七
頼
（
春
水
・
春
風
・
杏
坪
・
山
陽
・
聿
庵
・

支
峰
・
三
樹
三
郎
）
を
中
心
に
梅
颸
や
三
穂
の
詠
草
を
も
含
む
「
頼
家
十
五
先

生
詩
歌
合
装
」
は
そ
う
し
た
頼
家
の
姿
勢
を
象
徴
す
る
作
品
で
あ
る
。 

能
書
で
知
ら
れ
る
頼
家
の
書
風
は
、
懸
腕
直
筆
を
旨
と
す
る
春
水
の
書
風
で

あ
る
。
中
興
の
祖
で
あ
る
春
水
の
遺
墨
は
特
に
大
切
に
さ
れ
た
。
神
童
と
呼
ば

れ
た
春
水
七
歳
の
作
「
天
満
大
自
在
天
神
」
、
長
男
山
陽
の
誕
生
を
喜
ぶ
「
生
男

志
喜
」、
家
人
に
向
け
た
訓
戒
を
合
装
し
た
「
家
訓
合
装
」、
書
斎
嶺
松
廬
の
由

来
を
記
し
た
「
嶺
松
廬
記
」、
春
水
の
絶
筆
と
な
っ
た
「
梅
颸
二
大
字
」
な
ど
は
、

春
水
の
能
書
ぶ
り
と
共
に
、
家
族
の
紐
帯
を
重
ん
じ
、
勤
厳
実
直
に
生
き
た
春

水
の
姿
を
よ
く
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、
春
水
の
跡
を
継
い
だ
聿
庵
も
能
書
家
と

し
て
名
高
く
、
幼
少
期
の
手
習
「
千
字
文
」
を
始
め
、
遺
墨
も
多
い
。 

儒
者
と
し
て
、
ま
た
能
書
家
と
し
て
春
水
の
名
声
は
高
く
、
幅
広
い
交
友
関

係
の
中
で
多
く
の
作
品
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
松
平
定
信
「
嶺
松
廬
歌
」
や
親
交

の
あ
っ
た
儒
者
（
菅
茶
山
・
中
井
竹
山
・
古
賀
精
里
・
柴
野
栗
山
・
西
依
成
斎

等
）
の
作
品
、
ま
た
大
坂
時
代
の
混
沌
社
同
人
（
片
山
北
海
・
葛
子
琴
等
）
や

広
瀬
蒙
斎
・
赤
崎
海
門
・
辛
島
塩
井
・
姫
井
桃
源
ら
諸
藩
の
儒
者
た
ち
の
遺
墨

を
合
装
し
た
「
諸
家
詩
文
合
装
」
な
ど
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
文
人
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
広
が
り
と
文
雅
の
交
わ
り
の
深
さ
を
伝
え
て
い
る
。
ま
た
春
水
や
聿
庵
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の
同
僚
で
あ
っ
た
広
島
藩
儒
（
加
藤
定
斎
・
加
藤
棕
廬
・
坂
井
東
波
・
坂
井
虎

山
等
）
の
遺
墨
を
ま
と
め
た
「
芸
藩
十
三
儒
家
手
蹟
合
装
」
は
江
戸
時
代
後
期

の
広
島
藩
に
お
け
る
文
芸
活
動
を
考
え
る
上
で
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。 

書
画
類
は
、
大
半
を
書
が
占
め
て
お
り
、
絵
画
は
決
し
て
多
く
は
な
い
。
注

目
す
べ
き
は
、
肖
像
画
で
あ
ろ
う
。
学
問
所
丁
祭
に
お
け
る
官
服
姿
の
春
水
の

姿
を
描
い
た
「
頼
春
水
像
」
は
、
厳
格
な
儒
者
で
あ
っ
た
春
水
の
威
容
を
よ
く

伝
え
て
い
る
。
ま
た
、
梅
颸
の
父
義
斎
を
描
い
た
「
飯
岡
義
斎
像
」
は
、
慈
愛

に
満
ち
た
義
斎
の
面
影
を
よ
く
伝
え
て
い
る
。 

春
水
の
幅
広
い
交
友
関
係
を
伝
え
る
絵
画
資
料
と
し
て
は
、
水
戸
藩
の
地
理

学
者
長
久
保
赤
水
か
ら
贈
ら
れ
た
「
常
州
多
珂
郡
赤
浜
村
新
野
宅 

長
久
保
赤
水

隠
居
松
月
亭
君
侯
憩
息
図
」
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
他
に
、
戦
前
か
ら
知
ら
れ

た
作
品
と
し
て
、
谷
文
晁
門
下
の
遠
坂
文
雍
の
筆
に
な
る
「
蘇
東
坡
像
」
が
あ

る
。
こ
れ
は
、
山
陽
が
蘇
東
坡
を
詠
ん
だ
自
作
の
詩
を
着
賛
し
て
聿
庵
に
贈
っ

た
も
の
で
あ
る
。
文
雍
の
筆
技
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
山
陽
の
着
賛
の
妙
を
堪

能
で
き
る
優
品
で
あ
り
、
杉
ノ
木
資
料
の
中
で
は
数
少
な
い
山
陽
の
遺
墨
で
あ

る
。 

 

         

器
物
類 

  

本
目
録
で
は
、
頼
春
水
・
杏
坪
・
山
陽
・
聿
庵
ら
の
印
章
、
硯
・
硯
箱
・
墨
・

文
鎮
等
の
文
房
具
、
伝
山
陽
着
用
の
裃
や
春
水
の
名
札
・
眼
鏡
等
の
日
用
品
、

伝
惟
清
・
春
水
使
用
の
物
入
れ
や
懐
中
蝋
燭
等
の
旅
道
具
、
頼
家
邸
宅
の
儒
教

祭
祀
で
使
用
さ
れ
た
祭
器
類
、
茶
道
具
、
梅
颸
京
土
産
の
焼
皿
や
会
津
藩
士
土

屋
七
郎
寄
贈
の
蒔
絵
吸
物
椀
な
ど
、
三
一
七
点
を
「
器
物
類
」
と
し
て
分
類
し

た
。 こ

の
う
ち
印
章
に
は
、
現
存
す
る
書
画
作
品
の
印
影
と
合
致
す
る
も
の
が
相

当
数
含
ま
れ
て
お
り
、
ま
た
印
面
に
は
、
春
水
の
「
芸
藩
教
授
」
や
杏
坪
の
「
四

郡
支
配
兼
編
地
誌
」
な
ど
役
職
に
関
す
る
も
の
、「
嶺
松
廬
」（
書
斎
）、「
必
正

楼
」（
蔵
書
庫
兼
読
書
室
）、「
松
雨
山
房
」（
座
敷
上
の
間
）
な
ど
頼
家
邸
宅
内

の
建
物
名
、「
残
夜
水
明
書
楼
」「
山
紫
水
明
」
な
ど
山
陽
の
邸
宅
名
と
関
連
す

る
も
の
な
ど
も
含
ま
れ
る
。
ま
た
杉
ノ
木
資
料
に
は
、
印
譜
（
典
籍
類
）
や
印

影
（
文
書
・
記
録
類
）
が
複
数
伝
存
し
て
お
り
、
こ
れ
に
『
十
旬
花
月
帖
』（
典

籍
類
）
な
ど
を
併
せ
て
参
照
す
れ
ば
、
印
章
の
作
成
者
・
作
成
時
期
や
材
質
が

判
明
す
る
も
の
も
あ
る
。 

現
在
、「
頼
惟
清
物
入
」
と
し
て
一
括
さ
れ
る
資
料
に
は
、
旅
先
に
携
行
し
た

で
あ
ろ
う
懐
紙
入
や
日
本
絵
図
・
道
中
記
、
角
筆
・
折
尺
や
薬
、「
干
支
・
年
号
・

王
（
天
皇
）
代
・
将
軍
代
早
見
表
」
に
加
え
、
旅
先
で
入
手
し
た
土
産
物
な
ど

が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
「
新
板
道
中
記
」
に
は
、
旅
先
で
の
メ
モ
が
書
き
込

ま
れ
る
な
ど
、
当
時
の
旅
の
様
子
が
窺
え
る
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
な

お
惟
清
や
春
水
の
物
入
れ
に
は
、
杉
ノ
木
資
料
の
伝
来
・
整
理
の
過
程
で
内
容

的
に
無
関
係
と
思
わ
れ
る
資
料
も
一
部
含
ま
れ
て
い
る
が
、
本
目
録
で
は
、
そ

れ
ら
が
物
入
れ
と
一
括
さ
れ
る
形
で
頼
家
で
整
理
・
伝
存
さ
れ
て
き
た
と
い
う

事
実
を
重
視
し
、
す
べ
て
器
物
類
に
分
類
し
て
い
る
。 
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縦×横 厚

大杉原紙 339×485 330～340×470～480 0.12

中杉原紙 318×455 300～320×435～455 0.11

諸口紙 294×470 270～295×445～465 0.1

半紙 251×351 240～255×340～350 0.08

文化8年定寸表

縦×横

料紙遺品
　

表１ 法量と厚さの比較 

屋敷引渡帖（Ⅰ-148-1） 

四 

付
編 

 
諸
口
紙
の
紙
質
調
査 

 

杉
ノ
木
資
料
の
調
査
と
並
行
し
、
平
成
三
十
年
十
月
か
ら
令
和
元
年
十
月
に

か
け
て
、
同
資
料
に
伝
存
す
る
杉
原
紙
（
大
杉
原
紙
・
中
杉
原
紙
）・
諸
口
紙
・

半
紙
の
三
種
類
の
料
紙
調
査
を
継
続
し
て
行
っ
た
。
料
紙
の
縦
横
寸
法
・
厚
さ

の
計
測
を
始
め
、
肉
眼
及
び
一
〇
〇
倍
の
小
型
顕
微
鏡
に
よ
る
透
過
光
観
察
等

に
よ
り
、
各
紙
種
の
形
状
、
抄
紙
法
、
品
質
・
特
徴
等
の
違
い
が
明
ら
か
と
な

っ
た
（
表
１
参
照
）
。
そ
の
う
ち
、
広
島
藩
内
で
最
も
多
く
生
産
さ
れ
、
藩
独
自

の
料
紙
で
あ
る
諸
口
紙
に
つ
い
て
、
杉
原
紙
・
半
紙
と
比
較
し
つ
つ
、
そ
の
紙

質
に
つ
い
て
具
体
的
に
述
べ
た
い
。 

 

【
形
状
】 

・
縦 

二
七
〇
～
二
九
五
㎜
（
半
切
紙
で
は
縦
一
三
五
～
一
四
七
㎜
） 

・
横 

四
四
五
～
四
六
五
㎜ 

・
厚 

平
均
〇
・
一
〇
六
㎜
（
最
小
〇
・
〇
七
、
最
大
〇
・
一
五
㎜
） 

 

調
査
の
結
果
、
江
戸
中
後
期
の
諸
口
紙
の
料
紙
の
寸
法
に
つ
い
て
、
右
の
値

を
得
た
。
こ
れ
は
「
御
紙
蔵
諸
紙
定
寸
之
覚
」（
文
化
八
年
・
一
八
一
一
）
に
記

載
さ
れ
る
、
縦
九
寸
七
分
、
横
一
尺
五
寸
五
分
（
縦
二
九
四
㎜
、
横
四
七
〇
㎜
）

と
近
似
し
、
ほ
ぼ
同
史
料
記
載
の
法
量
に
従
っ
て
幕
末
ま
で
漉
か
れ
て
い
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
（
一
寸
を
三
〇
・
三
㎜
と
し
て
計
算
）
。
表
１
に
掲
出
し
た
藩

内
の
各
紙
種
の
う
ち
で
は
、
概
ね
中
判
（
縦
九
寸
～
一
尺
一
寸
）
で
中
口
（
厚

〇
・
一
〇
～
〇
・
一
二
㎜
）
の
料
紙
と
い
え
よ
う
。 

諸
口
紙
の
形
状
の
大
き
な
特
徴
は
、
縦
に
比
し
て
横
の
長
さ
が
約
一
・
六
倍

を
測
る
点
に
あ
る
。
同
様
に
藩
内
で
製
せ
ら
れ
た
杉
原
紙
が
一
・
四
一
～
一
・

四
四
倍
、
半
紙
が
一
・
三
九
～
一
・
四
一
倍
で
あ
る
こ
と
と
比
べ
る
と
、
際
だ

っ
て
横
長
で
あ
り
、
外
見
上
判
別
し
や
す
い
紙
で
あ
る
。 

                       

「屋敷引渡帖」表紙繊維（色諸口紙，200倍で撮影） 
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【
原
料
処
理
・
抄
紙
法
】 

楮
を
原
料
と
し
、
ネ
リ
（
植
物
性
粘
液
）
を
加
え
た
流
し
漉
き
に
て
抄
紙
さ

れ
る
。
杉
原
紙
・
半
紙
と
同
様
に
填
料
と
し
て
米
粉
を
用
い
て
い
る
が
、
そ
の

量
に
は
幅
が
あ
っ
た
。
裏
面
に
は
刷
毛
目
跡
が
観
察
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
板
干

し
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。顕
微
鏡
で
観
察
す
る
と
非
繊
維
物
質
や
樹
皮
片
、

繊
維
束
、
ム
ラ
は
普
通
か
ら
小
で
、
塵
取
り
・
洗
浄
・
叩
解
と
い
っ
た
原
料
処

理
が
よ
く
行
わ
れ
、
不
純
物
が
少
な
く
均
一
に
漉
か
れ
た
紙
で
あ
る
。質
感
は
、

杉
原
紙
の
よ
う
な
柔
ら
か
さ
は
な
く
、
や
や
硬
い
手
触
り
と
な
っ
て
い
る
。 

 

【
簀
目
・
糸
目
】 

簀
目
、
糸
目
と
も
、
肉
眼
で
容
易
に
観
察
さ
れ
る
。
一
寸
当
た
り
の
簀
目
本

数
は
平
均
一
六
・
五
本
で
、
萱
簀
を
用
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
糸
目
幅
は
平
均

四
七
・
二
㎜
で
、
全
国
の
一
般
的
な
杉
原
紙
や
半
紙
の
糸
目
幅
が
三
〇
㎜
前
後

で
あ
る
こ
と
と
比
べ
る
と
、
か
な
り
幅
が
広
い
。
こ
れ
は
広
島
藩
の
半
紙
に
も

同
様
の
傾
向
が
み
ら
れ
、
糸
目
幅
は
四
五
・
一
～
四
七
・
一
㎜
で
あ
っ
た
。
石

州
や
防
州
な
ど
の
中
国
地
方
で
産
出
さ
れ
る
半
紙
の
糸
目
が
、
四
〇
㎜
を
超
え

る
事
例
と
も
共
通
性
が
あ
り
、
外
見
上
の
特
徴
と
い
え
る
。 

 

【
料
紙
色
】 

填
料
の
米
粉
の
量
が
杉
原
紙
に
比
し
て
少
な
い
た
め
、
諸
口
紙
の
紙
色
は
白

を
基
調
と
し
つ
つ
も
、
や
や
黄
色
と
茶
色
を
呈
し
、
杉
原
紙
よ
り
白
色
度
が
低

い
。
ま
た
、
藩
の
公
用
紙
と
し
て
使
用
さ
れ
た
「
色
諸
口
紙
」
は
、
染
料
は
不

明
だ
が
茜
色
系
統
の
色
に
後
染
め
さ
れ
た
。
現
在
、
料
紙
は
薄
茶
か
ら
赤
茶
ま

で
紙
色
に
濃
淡
の
差
が
あ
り
、
変
退
色
の
可
能
性
が
あ
る
も
の
の
、
共
通
し
て

赤
味
を
帯
び
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
諸
口
紙
は
杉
原
紙
や
半
紙
と
、
原
料
・
填
料
・
抄
紙
法
に
お

い
て
基
本
的
に
共
通
性
が
あ
る
紙
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
形
状
や
厚
さ
に

は
他
の
二
紙
種
と
明
確
な
差
異
が
あ
り
、
さ
ら
に
料
紙
色
、
簀
目
・
糸
目
の
見

え
方
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
す
る
と
、
外
見
上
の
識
別
は
容
易
で
あ
る
。 

 

  

【
参
考
文
献
】 

・
石
川
良
枝
「
諸
口
紙
に
関
す
る
一
考
察
」 

（『
広
島
県
立
歴
史
博
物
館
研
究
紀
要
』
第
二
一
号
、
二
〇
一
九
年
） 

 

・
石
川
良
枝
・
地
主
智
彦
「
江
戸
時
代
中
・
後
期
に
お
け
る
広
島
藩
の
杉
原
紙
・ 

諸
口
紙
・
半
紙
に
つ
い
て
」 

（『
広
島
県
立
歴
史
博
物
館
研
究
紀
要
』
第
二
二
号
、
二
〇
二
〇
年
） 
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凡例 

 

１ 本目録では，資料を次のように分類した（資料点数 9,096点）。 

   著述稿本類（72点） 

   文書・記録類（3,872点） 

   書状類（2,404点） 

   絵図類（23点） 

   典籍類（2,163点，目録外 55点を除く） 

   書画類（245点） 

   器物類（317点） 

 

２ 目録は次の要領で作成した。 

 （１）配列 

   上記１の分類順に配列した。次の分類については，資料の内容に従い，原則として

まず第一小分類の項目に分類し，さらに各分類の中で第二小分類の項目に分類し，小

分類の順に一部編年に留意して配列した。ただし，文書・記録類については，資料と

してのまとまりを重視し，また書画類については，利便性に鑑み，広島頼家を中心に

人物ごとに配列した。 

また詩稿・歌稿類については，表紙や外題を付して一冊にまとめるなど編纂の意図

が窺えるものは著述稿本類，それ以外のものはすべて文書・記録類とし，絵図・地図

のうち，鑑賞用に作成された絵画は書画類，記録としての性格が強いものは文書・記

録類，木版刷のものは原則として典籍類に分類した。 

  第一小分類 第二小分類 

著述稿本類 

頼山陽，頼春水，頼梅颸，頼聿庵，

頼春風，頼杏坪，広島頼家その他， 

菅茶山，その他 

  

文書・記録類 
日記，記録，文書，覚書類，文稿

類，詩歌類，その他 

頼山陽，頼春水，頼梅颸，頼聿庵，

頼春風，頼杏坪，広島頼家その他， 

菅茶山，その他，不明 

書状類 

頼山陽，頼春水，頼梅颸，頼聿庵，

頼春風，頼杏坪，頼家その他， 

菅茶山，中井竹山・蕉園，その他，

不明 

  

絵図類 

頼家屋敷周辺・広島城下，安芸国

内，安芸国周辺（概ね中・四国地

方），その他地方 

 

典籍類 
漢籍（唐本），漢籍（和刻本・書

写本），準漢籍，和書，その他 
（内容分類） 

書画類 
絵画，版画，書画混在作，書跡，

その他 
掛幅装，巻子装，折本装，未表装 

器物類 
印顆，文房関係，日用品，工芸品・

蒐集品，その他 
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（２）項目 

   番号，名称，材質形状，刊本・写本，員数，年月日，作成者（差出），宛所，法量，

料紙，紙数，備考，管理番号の各項目について，資料の内容や形態に応じ，以下の要

領により記載した。 

   ア 番号は，資料作成時の１点を１番号とし，各分類ごとに１から順に付した。 

   イ 名称は，題が記される場合は，適宜それによった。題を欠く場合は，様式・内

容により付し，これを〔 〕で括った。また内容を適宜（ ）で補った。ただし

書状類や書画類，器物類については，利便性に鑑み，〔 〕を付さずに一般的な名

称を付して記載した。 

   ウ 年月日は，原則として資料の記載内容を表記した。また推定されるものは（ ）

を付して記載し，年月日が記載されないものは，作成された時代を推定して記載

した。また絵図類・典籍類・書画類のうち，奥付や落款等の内容が備考に見える

ものについては，年月日の表記を簡略化した。なお江戸時代の年代は，下記のと

おり区分した。 

       江戸時代前期：慶長８年（1603）～延宝８年（1680） 

       江戸時代中期：天和元年（1681）～安永９年（1780） 

       江戸時代後期：天明元年（1781）～慶応３年（1867） 

   エ 作成者（差出）・宛所は，原則として資料の表記通りに記載し，推定される場合 

は適宜（ ）で表した。なお絵図類・書画類については，利便性に鑑み，一般に

よく知られた人名表記を優先した。 

   オ 形状・員数は次のように表記した。 

       竪紙，折紙，切紙，続紙，状（巻紙） …通 

       袋綴装，竪帳，横帳，横半帳     …冊 

       綴                 …綴 

       巻子装               …巻 

       掛幅装               …幅 

       折本装，綴葉装           …帖 

       折畳装               …鋪 

   カ 料紙は，色諸口紙・色半紙（広島藩の公用紙）を始め，可能な限りその種別を 

記載した。また料紙に※を付し，備考に色や摺紙の情報を記したものもある。 

キ 紙数は，冊子装の場合は丁数，折本装の場合は折数，洋装本の場合は頁数を記

載した。別紙で表紙が装丁されている場合は，表紙は丁数に含めていない。なお

文書・記録類や書状類の一紙類や巻紙を使用する資料などについては，紙数を省

略した。 

   ク 法量の単位はセンチメートルで，原則として縦×横の寸法を記した。 

   ケ 備考には，表紙墨書，外題，首題，扉題，序・跋，奥書・刊記，印記，端書・

端裏書，訓点などの書誌情報，保存状況，包紙・箱などの付属品情報，一括関係

などを記載し，墨書は「 」，朱書は『 』で表した。また広島頼家が提出した伺

書などに，藩政府の返答が記された紙（藩の公用紙が使用されることが多い）が

貼られている場合には，特に「付札」と表記し，他の付紙と区別した。 

   コ 管理番号は，広島頼家関係資料（杉ノ木資料）としての管理番号である。 
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   サ 表記に当たっては，漢字は原則として常用漢字を用い，原文を引用する場合に 

も正字，異体字は常用漢字を用いた。また難読文字，欠損等により判読できない

箇所や文字は，[ ]や□で記載した。資料から引用する場合は，「 」で括った。 

 

（３）収録範囲 

   資料の収録範囲については，頼家が昭和９年（1934）に袋町の宅地を財団法人頼山

陽先生遺蹟顕彰会に寄附した時点を画期とし，原則として，その翌年以後のものにつ

いては情報を簡略化し，刊行物については本目録から除外するなどした。 


